　

令和８年度（２０２６年度）熊本テクノ・リサーチパーク人流等調査業務委託　仕様書
１　委託業務名
　　令和８年度（２０２６年度）熊本テクノ・リサ―チパーク人流等調査業務委託
２　目的
熊本県経済が将来にわたり持続的に成長していくためには、半導体関連事業、自動車関連事業に続く新たな産業創出が必要となっている。
本県では、令和３年（２０２１年）から、熊本県の強みであるライフサイエンス分野（医療、介護、健康、食、スマート農業等）を中心として、空港周辺地域を拠点に新たな産業群を形成し、ビジネス創出の好循環（エコシステム）形成を目指す「UX（ユーエックス）プロジェクト」（以下「本プロジェクト」という。）に取り組んでいる。
本プロジェクトにおける取組みの一環として、令和８年度（２０２６年度末）には、熊本テクノ・リサーチパーク（以下、「パーク」とする）内に人や技術がリアルに集う拠点として「UXイノベーションハブ」の開設を予定しており、今年度は準備・検討を行っている。
本業務は、パーク内の人流・立地環境分析を行い、今後の準備・検討のために取り纏めることを目的とする。
３　委託期間　
契約締結日　から　令和９年（２０２７年）２月２６日（金）まで
４　委託業務内容
　　委託業務の内容は、次の項目のとおりとすること。
本仕様書内の業務及び提案する内容については、スケジュールを示すこと。
　　
調査分析および報告書の作成
　　　パーク内および近隣エリアにおける人口や移動の流れなどについての調査分析と、想定される需要と供給に関する調査分析を行い、取り纏めた調査報告書を提出すること。
５　成果品の提出等
提出する成果品は以下のとおりとし、紙媒体及び電子データ（ファイルフォーマットは可能な限りMicrosoft Office形式とし、対応できないものはPDF形式とすること。）で提出すること。また、成果品の提出後に訂正事項等があった場合は、委託者の指示に従い、速やかに訂正のうえ再提出すること。
（１）業務完了報告書（Ａ４判）
（２）各種調査資料及びバックデータ

（３）会議・打ち合わせ資料（報告書、議事録等）
（４）調査報告書（紙媒体及びPDF）
（５）その他、本事業に付随して作成・収集した資料等で委託者が必要と認める資料
６　参考資料の提供
本業務の履行に際し、委託者は受託者に次の資料を提供する。
（１）UXイノベーションハブ基本構想
（２）その他、委託者が本業務の履行に際し必要と認めるもの
７　その他

（１）受託者は、本業務を遂行するにあたり、関連の法令及び条例並びに基本仕様書を遵守するとともに、委託者の意図及び目的を十分に理解したうえで、適正な人員を配置し、正確に業務を行わなければならない。

（２）本業務の遂行にあたっては、委託者と十分に協議を行い、委託者の意見や要望を取り入れながら実施すること。

（３）受託者は、業務の進捗に応じて、定期的に報告を行わなければならない。
（４）委託者は、受託者の業務遂行に必要な資料等の収集に協力することとする。受託者は委託者から提供された資料等については、本業務以外の目的に使用してはならない。また、貸与資料等は業務完了後速やかに委託者へ返還しなければならない。

（５）業務の実施により得られた成果物、情報等については、委託者に帰属するものとし、受託者は、委託者の許可なく使用又は流用してはならない。

（６）本業務及び本業務に関連する業務（他の契約に基づくものを除く。）の実施にあたり発生した費用は、原則として受託者が負担するものとする。
（７）受託者は、本事業の実施に関する書類や会計帳簿等の整備し、事業完了後においても５年間保存すること。

（８）受託者は、熊本県個人情報保護条例を遵守し、業務上知り得た個人情報等の秘密を他に漏らしてはならない。また、業務終了後も同様とする。

（９）基本仕様書に定めのない事項又は疑義の生じた事項については、その都度、委託者と協議して定める。

（10）本業務遂行中に受託者が委託者並びに第三者に損害を与えた場合は、直ちに委託者にその状況及び内容を連絡し、委託者の指示に従うものとする。損害賠償等の責任は受託者が負うものとし、速やかに処理するものとする。

（11）受託者は、業務の全部又は大部分を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることができない。但し、委託者が必要と認めた場合は、業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせることができる。

（12） 委託者は、受託者が本業務の履行を完了するまでは基本仕様書を変更することができることとする。

